
　

大
正
14
年
5
月
23
日
に
発
生
し

た
北
但
大
震
災
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
災
害
経
験

を
防
災
・
減
災
対
策
に
生
か
す
た

め
、
5
月
19
日
、
中
筋
地
区
公
民

館
を
会
場
に
北
但
大
震
災
メ
モ
リ

ア
ル
イ
ベ
ン
ト「
地
震
に
備
え
る
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
中
筋
地
区
を
対
象
に

防
災
行
政
無
線
放
送
を
活
用
し
た

「
地
震
安
全
行
動
訓
練
」を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
出
前
講
座
、
展
示
で
、

家
庭
や
地
域
で
で
き
る
地
震
へ
の

　

5
月
17
日
、
在
大
阪
モ
ン
ゴ
ル

国
総
領
事
館
総
領
事
チ
ョ
ナ
イ
・

ク
ラ
ン
ダ
さ
ん
が
来
訪
し
ま
し
た
。

　

在
大
阪
モ
ン
ゴ
ル
国
総
領
事
館

は
平
成
24
年
3
月
に
開
設
。
ク
ラ

ン
ダ
総
領
事
は
本
年
4
月
に
着
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
領
事
は
、
石
高
雅
信
教
育
長

と
対
談
し
、「
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル

民
族
博
物
館
」を
訪
問
。「
モ
ン
ゴ

ル
国
の
文
化
を
日
本
に
広
く
紹
介

す
る
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物

備
え
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、消
火
器
・

消
火
栓
の
使
用
の
実
地
訓
練
に
も

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

館
に
、
ぜ
ひ
、
来
た
か
っ
た
。
モ

ン
ゴ
ル
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

5
月
28
日
か
ら
29
日
ま
で
、
韓

国
忠チ
ュ
ン

清チ
ョ
ン

南ナ
ム

道ド

禮
山
郡
か
ら
、
郡
守

の
崔チ
ェ　

昇ス
ン

佑ウ

さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
視
察
団
が
来
訪
し
ま
し
た
。

　

同
団
は
、県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷

公
園
や
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
、

カ
ネ
カ
ソ
ー
ラ
ー
テ
ッ
ク
株
式
会

社
、
た
じ
ま
ん
ま
な
ど
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

韓
国
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
復
元

セ
ン
タ
ー
と
禮
山
郡
が
中
心
に

な
っ
て
、
一
度
絶
滅
し
た
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
復
活
と
共
生
を
目
指
す

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
計
画
」が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

禮
山
郡
と
本
市
と
の
官
民
交
流

は
、同
郡
で
の
野
生
復
帰
計
画
が
決

ま
っ
た
平
成
21
年
か
ら
始
ま
り
、

昨
年
は
中
貝
市
長
が
放
鳥
予
定
地

を
訪
問
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
、
禮
山
郡
と
本
市
は
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
通
し
て
持
続
可
能
な
環
境
都

市
を
実
現
す
る
た
め
、「
コ
ウ
ノ
ト

リ
野
生
復
帰
に
関
す
る
友
好
交
流

合
意
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。
合

意
書
に
は
①
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復

帰
の
た
め
の
情
報
・
資
料
・
技
術

協
力
②
行
政
・
管
理
人
材
の
教
育
・

研
修
交
流
の
推
進
③
環
境
創
造
型

農
業
の
協
力

－

な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

韓
国
禮イ

エ

山サ
ン

郡
視
察
団
が
来
訪
し
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
に
関
す
る
友
好
交
流
合
意
書
」締
結

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
5
月
】

14
日
・
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
夢
の
教
室
」

（
15
・
16
・
21
〜
23
日
、

28
〜
30
日
、
６
月
18
〜
20

日
）

16
日
・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
復

興
応
援
の
旅（
〜
18
日
）

　
　

・「
い
の
ち
の
輝
き
体
験
教

育
旅
行
」来
訪（
〜
18
日
、

23
〜
25
日
、
28
〜
30
日
）

22
日
・
市
政
懇
談
会（
出
石
、但
東
、

23
日
・
日
高
、
29
日
・
豊

岡
、
30
日
・
竹
野
、
６
月

３
日
・
城
崎
）

24
日
・
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避

難
場
所
提
供
等
に
関
す
る

協
定
締
結

26
日
・
豊
岡
防
災
公
園
完
成
記
念

式
典
・
イ
ベ
ン
ト

28
日
・
韓
国
禮
山
郡
と「
コ
ウ
ノ

ト
リ
野
生
復
帰
に
関
す
る

友
好
交
流
合
意
書
」締
結

29
日
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

31
日
・
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜

6
月
26
日
）　　

【
6
月
】

3
日
・
豊
岡
市
第
４
次
外
国
人
漁

業
研
修
生
修
了
証
授
与
式

8
日
・
大
雨
・
洪
水
防
災
訓
練

▲崔禮山郡守（左）から中貝市
長へ木彫の亀の贈り物

▲禮山郡と締結した「コウノトリ野生
復帰に関する友好交流合意書」

▲モンゴル草原の暮らしと文
化の展示を見学する総領事▲消火器使用の実地訓練

〜
決
し
て
忘
れ
ず　

教
訓
に
〜

北
但
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
事
業「
地
震
に
備
え
る
」を
開
催

在
大
阪
モ
ン
ゴ
ル
国
総
領
事
館

総
領
事
チ
ョ
ナ
イ・ク
ラ
ン
ダ
氏
が
来
訪
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表
札
の
上
に
、
ツ
バ
メ
が
巣
を

作
り
ま
し
た
。

　

昨
年
も
そ
う
で
し
た
。「
中
貝
」

の
字
の
上
を
泥
が
し
た
た
り
落
ち

ま
し
た
。
そ
れ
で
は
あ
ん
ま
り

「
中
貝
宗
治
」が
か
わ
い
そ
う
だ
と
、

家
人
が
洗
い
流
し
、
表
札
を
外
し

た
後
に
籠
を
設
置
し
ま
し
た
。
が
、

ツ
バ
メ
は
見
向
き
も
し
ま
せ
ん
。

　

顛
末
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
載

せ
た
と
こ
ろ
大
反
響
。「
ツ
バ
メ
が

巣
を
作
る
な
ん
て
縁
起
が
い
い
」

「
泥
く
ら
い
辛
抱
す
べ
き
で
す
」

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
ツ
バ
メ
も
一
緒

で
し
ょ
？
」「
市
長
ら
し
く
な
い
」。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会

長
の
柳
生　

博
さ
ん
が
豊
岡
に
来

ら
れ
た
と
き
、
そ
の
話
を
し
ま
し

た
。

「
お
い
、
中
貝
君
、
ケ
チ
な
こ
と

を
す
る
な
。
表
札
く
ら
い
な
ん
だ
、

貸
し
て
や
れ
！
」「
ツ
バ
メ
は
減
っ

て
い
る
ん
だ
。
里
山
の
自
然
や
農

耕
地
が
減
っ
て
、
お
ま
け
に
家
が

洋
風
化
し
て
巣
を
作
る
場
所
が
な

く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」。

　

見
る
と
、
柳
生
さ
ん
の
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
に
は
、
ツ
バ
メ
の
バ
ッ
ジ
が

輝
い
て
い
ま
し
た
。「
日
本
野
鳥
の

会
で
全
国
に
呼
び
掛
け
て
、
ツ
バ

メ
の
実
態
調
査
を
し
て
い
る
ん
だ
。

消
え
ゆ
く
ツ
バ
メ
を
守
ろ
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
や
っ
て
い
る
の
を
知

ら
な
い
の
か
？
こ
れ（
バ
ッ
ジ
）や

る
か
ら
、
表
札
、
貸
し
て
や
れ
」。

　

そ
れ
か
ら
ど
ん
な
話
に
な
っ
た

の
か
、
お
互
い
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い

て
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
野
鳥
の
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は「
消
え
つ

つ
あ
る
の
は
人
と
ツ
バ
メ
の
つ
な

が
り
で
し
た
」と
あ
り
ま
し
た
。

　

罪
滅
ぼ
し
に
と
、
庁
舎
建
設
担

当
に
、「
新
庁
舎
の
ど
こ
か
に
ツ
バ

メ
の
巣
が
で
き
る
よ
う
に
台
を

作
っ
て
や
っ
て
く
れ
」と
懇
願
し
、

検
討
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
、
今
年
で
す
。
表
札
の
上
に

は
砦と
り
で

の
よ
う
な
立
派
な
巣
が
で
き

ま
し
た
。
も
う
誰
も
、
私
の
ツ
バ

メ
に
対
す
る
海
よ
り
も
深
い
愛
情

を
疑
う
人
は
い
な
い
は
ず
で
す
。

や
っ
て
く
る
ツ
バ
メ
を
長
男
が

「
ジ
ョ
ナ
サ
ン
」と
名
付
け
ま
し
た
。

「
そ
れ
、
カ
モ
メ
で
し
ょ
？
」と
さ

っ
そ
く
指
摘
が
。
ふ
ん
だ
ら
け
の

玄
関
の
上
で
、
さ
て
今
年
は
ヒ
ナ

が
か
え
る
の
か
。
今
年
も
柳
生
さ

ん
は
怒
る
の
か（
来
年
に
続
く
…

た
ぶ
ん
）。

　

6
月
8
・
9
日
、〝
夢
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
!
〞小
・
中
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室『
デ
ン
ソ
ー
エ
ア
リ

ー
ビ
ー
ズ 

in 

豊
岡
』を
総
合
体

育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
な
ど
と

直
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
感
動

や
あ
こ
が
れ
、
希
望
の
夢
を
育
み
、

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体
得
す
る

こ
と
を
支
援
し
、
基
礎
体
力
や
技

術
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

6
月
8
日
は
、
市
内
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
約
1
8
0

人
が
、
9
日
は
市
内
中
学
校
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
員
約
1
3
0
人
が
参

加
し
ま
し
た
。　

　

当
日
は
、ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
銅
メ
ダ

リ
ス
ト
井
上
香
織
さ
ん
ら
Ⅴ
・
プ

レ
ミ
ア
リ
ー
グ
で
活
躍
中
の
デ
ン

ソ
ー
エ
ア
リ
ー
ビ
ー
ズ
の
選
手
15

人
と
監
督
な
ど
を
指
導
者
に
迎
え

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
選
手
と
交
流

し
な
が
ら
準
備
運
動
を
し
、
模
範

プ
レ
ー
を
交
え
た
、
丁
寧
で
細
や

か
な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
井
上
選
手
は
自
身
の
経

験
を
語
り
な
が
ら「
諦
め
ず
に
夢

に
向
っ
て
頑
張
っ
て
」と
激
励
し

ま
し
た
。　

　

5
月
24
日
、
災
害
時
に
お
け
る

福
祉
避
難
場
所
提
供
な
ど
に
つ
い

て
、
但
馬
障
害
者
通
所
施
設
連
絡

会（
会
長
・
宮
下
典
子
、
16
施
設
）

と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、同
連
絡
会
の
加
盟
施
設

の
う
ち
の
14
施
設
か
ら
施
設
長
や

支
援
員
が
出
席
し
、宮
下
会
長
と
中

貝
市
長
が
協
定
に
署
名
し
ま
し
た
。

  

災
害
時
は
行
政
だ
け
で
は
行
き

届
か
な
い
面
も
多
く
、
関
係
施
設

の
協
力
は
大
き
な
力
。
お
互
い
に

支
え
あ
っ
て
今
後
の
備
え
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

〔
協
定
の
内
容
〕

①
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
避
難
場

所
の
提
供

②
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
支
援
な

ど（
指
定
避
難
所
な
ど
で
の
支

援
な
ど
を
含
む
）

③
可
能
な
範
囲
で
の
災
害
時
要
援

護
者
の
福
祉
避
難
場
所
へ
の
移

〜
災
害
時
対
応
に
新
た
な
力
〜

「
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
場
所
提
供
等
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

〝
夢
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
〞小
・
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

『
デ
ン
ソ
ー
エ
ア
リ
ー
ビ
ー
ズ 

ｎｉ 

豊
岡
』を
開
催

ツ
バ
メ
の
巣
づ
く
り

68

▲選手の指導を受ける子どもたち
▲協定書に署名する宮下会長
（右）と中貝市長

送
④
そ
の
他
、
加
盟
施
設
が
可
能
と

す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
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